
白石：皆さん、こんにちは。AppBank 代表の白石です。本日は 2025 年 12 月期第 2 四半期の決算

説明を行わせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

まず、第 2 四半期のハイライトです。この第 2 四半期に取り組んできた大きなテーマは、PWAN、

と musica lab、2 社の M&A です。この 2 社を 9 月 1 日付で AppBank の子会社に迎え、10 月 1 日

から新たに P/L の連結を開始していきます。 

この数年間、私たちがやってきた体制変更、事業整理を通じて赤字事業をなくしていくこと、そし

て株主との協業で売上を増やすといった取り組みに加えて、ここから先は M&A も活用して本格的

に業績のプラスオンをつくりにいくという、次のフェーズに移行したと考えております。 

この 2 社については、後でまた詳細をご説明いたしますが、PWAN は、システム開発やカスタマ

ーサポート機能等を企業に提供している会社です。musica lab は、主に全国のプロスポーツクラ

ブ向けにグッズの企画製造をしている会社です。 

この 2 社を AppBank グループに迎えることで、AppBank がこれまでやってきたメディア共創企画

事業、IP コラボレーション、地方創生事業といった事業を強化していきたいと考えています。 

例えば PWAN については 8 月 18 日、8 月 19 日にそれぞれリリースを出しておりますが、東京大

学松尾研究室発の気鋭の AI スタートアップである 2WINS と連携して、AI ソリューションを開

発・販売していくプロジェクトを、具体的にスタートしています。 



 

この 2 社をグループに迎えることで、さまざまなシナジー事業をつくり、AppBank の業績、そし

て株価を向上させていきたいと考えております。どうぞご期待ください。 

 

本日、説明するアジェンダはこちらのページのとおりです。 

まず、2025 年 12 月期第 2 四半期の決算概要についてご説明します。 

 



 

まず、四半期の業績のサマリーです。この第 2 四半期は売上高が 2 億 7,000 万円、営業損失が

3,900 万円となりました。この数字、対前年比でいうといずれも伸びていますが、今期の第 1 四半

期との比較では減収増益となっております。 

その要因としまして、4 月 1 日に実施した YURINAN の事業譲渡や、メディア共創企画における売

上高の減少で、トップラインは少し落としていますが、赤字事業の事業譲渡等をしたことによっ

て、収益性は改善しております。 

この第 2 四半期までの累計は、売上高は前期の 2 億 3,800 万円から今期 6 億 5,800 万円と、約 2.7

倍まで拡大しています。また営業損失も前期の 1 億 1,000 万円から、今期の 8,100 万円まで縮小し

ています。また後ほどご説明いたしますが、今回のこの第 2 四半期の営業損失の 3,900 万円は、事

業譲渡等にかかわるスポット費用 1,300 万円が含まれていますので、実態の営業損失としてはこの

第 2 四半期、2,500 万円まで赤字が縮小してきていると考えております。 

 

次に、四半期ごとのセグメント別売上と売上総利益についてご説明いたします。第 2 四半期につい

ては YURINAN 事業の譲渡に伴い、IP&コマース事業は一時的に売上を落としています。またメデ

ィア事業も、メディア共創企画の広告売上が下がったことから、減収となっております。 

第 3 四半期までは YURINAN の撤退の影響等もあり、収益的には積上げは限定的になると思ってお

りますが、現在、M&A も含めて、事業上、組織上のいろいろな移行準備や仕込みをやっておりま

す。また、一時的に下がっている売上もこれから回復してくると見ています。何か根本的な問題が

起こっているわけではなく、あくまで一時的な問題だと考えておりますので、売上も上がってき



 

て、この第 4 四半期以降、収益がもう 1 回伸びてきて、業績貢献が始まっていくことを見込んでお

ります。 

 

四半期ごとの販管費と営業利益についてです。販管費についてはご説明しておりますとおり、

YURINAN の事業譲渡や店舗の閉店に伴って、販管費が圧縮されております。また赤字について

も、赤字事業がなくなったこと等により縮小できております。 

先ほどもご説明しましたが、この第 2 四半期、営業赤字額が 3,900 万円となっておりますが、うち

1,300 万円は事業譲渡や店舗の閉店等に伴うスポットの費用です。実態の実力としての第 2 四半期

の営業赤字は、2,500 万円まで縮小してきていると考えております。 

営業赤字について、経営体制を変更する直前の 2023 年度は、通期で約 3.7 億円の赤字でした。四

半期に平準しますと、四半期の営業赤字は約 9,300 万円でした。ですので、この 1 年半でさまざま

な取り組みの結果、四半期ごとの営業赤字額が 4 分の 1 まで圧縮できたと考えております。 

第 4 四半期からは、先ほど申し上げた M&A による子会社 2 社の P/L 連結開始と合わせて、売

上、利益ともに第 4 四半期以降は収益構造の改善が具体化してくると思っております。 



 

 

ここで一つ、トピックスをご紹介させてください。私たちがここ数年取り組んできた、自社のメデ

ィアの発信力を使った事業、あるいは IP コラボレーションで地域を盛り上げていく事業の取り組

みを評価いただき、7 月 4 日に、農林水産省が実施するジビエ需要拡大・普及促進事業の令和 7 年

度の実施事業者として、AppBank が選定されました。 

この事業を簡単にご説明しますと、皆さんここ数年、特にこの 1 年半くらい、クマやイノシシが畑

に出てきて、農作物を荒らしてなどの、いわゆる鳥獣被害に関するニュースを耳にする、目にする

機会が増えてきたと思います。今、この鳥獣被害の問題が日本の社会課題として、全国的にも大き

な課題の一つになってきています。 

その課題を解決するために、そういった鳥獣被害の問題があるという課題自体の啓蒙と、そして鳥

獣被害を減らすために鳥獣をわなにかけて捕まえたり、場合によっては駆除したりということがあ

りますが、そうしていただいた命はきちんと利活用しましょう、そのためには消費拡大をしていき

ましょうとたことを目的にプロモーションをやっていく取り組みです。 

具体的にはこのスライドに書いていますが、ジビエ情報ポータルサイト「ジビエト」の運営と動画

を通じての情報発信や、実際にイベントをやったり体験コンテンツを提供することで、さまざまな

実体験を伴ったプロモーションをやっていきます。こういうことによって、課題の啓蒙であった

り、消費拡大を図っていくことをやっていこうという事業です。 

この事業で収益を確保するのもそうですが、もう一つはこの農水省の事業をやっていることで出会

える方々、つながる方々が多くいらっしゃいます。こういった方々とのつながりを、私たちがそも



 

そもやっている地方事業におけるさらなる知見の獲得につなげていったり、私たちの他の事業との

シナジー創出につなげていきたいと思っております。 

 

次に、今回 M&A をする 2 社についてご紹介させてください。 

まず、PWAN です。PWAN はシステム事業、コールセンター事業を通じて、各企業のインフラ部

分を支えている会社です。PWAN の強みは地方企業を多く顧客として持っていまして、そういっ

た顧客のつながりや販売ネットワークに強みを持っている会社です。 

AppBank が PWAN を取得したいと思った理由は、AppBank が去年から始めてきたメディア共創

企画事業がきっかけです。メディア共創企画事業でさまざまな地域の企業や団体、組織の方とお話

をさせていただく機会が増えています。その中で、やはり地方特有の課題を多く抱えていらっしゃ

います。その課題に対して、AppBank として大きな事業機会を発見してきております。 

その課題に対して、私たちとしては一つ、システムの面からアプローチをして解決をサポートして

いきたいと考えていまして、そのシステム面での事業を仕掛けていく主軸として、PWAN を取得

することにしました。 

先ほどもご説明しましたとおり、具体的に東京大学松尾研究室発の AI スタートアップの 2WINS と

連携して、地方の企業、あるいは教育機関向けに AI ソリューションの開発をスタートしていま

す。第 1 弾の商品はこの秋頃にリリースしたいと思っておりますが、こういったシステム面から、

AI も使って、新しいプロダクト展開の垂直立上げを図っていきたいと考えています。 



 

こういったシステム面の取り組みをやることで、メディア共創企画や地方創生事業をさらに加速し

ていきたいと思っております。 

 

次に musica lab です。musica lab は全国約 200 を超えるプロ、アマを問わず、多くのスポーツク

ラブや競技団体を顧客に、グッズの製造を行っている会社です。この musica lab のお客様はプロ

スポーツでいうとプロ野球や J リーグ、B リーグなど、いろいろなスポーツジャンルで、全国に取

引先があります。 

musica lab の特徴としては、単にグッズを製造して納品するだけではなくて、マーチャンダイジ

ングの部分で販売戦略を立てる、一緒に考えるところから製造まで、上流から下流まで対応できる

ところが特徴で、小ロット短納期で対応可能という製造体制が、取引先に好評を博している会社で

す。 

事業上の特徴としては、どこか大口の取引先に依存していることはなく、収益先が比較的分散して

おりますので、収益的に結構底堅く、コロナ禍以降も順調に業績を伸ばしている会社になります。 

musica lab を AppBank として取得したいと思った理由は、AppBank はこれまで IP コラボレーシ

ョンでさまざまなグッズをつくったりイベントをやったりとやってきましたが、グッズの製造にか

かわるところで、これまでは全て社外のメーカーにつくってもらっていました。そういったグッズ

の製造にかかわる費用を内製化していくことで、IP コラボレーション事業の収益性を大きく高め

ることができると期待しています。 



 

また musica lab が AppBank グループ傘下に入ることで、逆に musica lab 自身の業績も大きく伸

ばしていけるのではないかと思っています。musica lab はスポーツ業界に強い会社なんですが、

一方で AppBank はアニメ、漫画、YouTuber、VTuber、そしてアーティストなど、さまざまな分

野のエンタメ IP と一緒に仕事をしてきましたので、そういった先との接点を豊富に持っていま

す。 

ですので、AppBank グループになることで、musica lab がスポーツ業界以外のグッズ製造にもか

かわることができるのではないかと考え、そういった動きをしていきたいと思っています。 

また musica lab がグループに入ることで、私たちの地方創生事業と、地方×IP コラボレーション

の事業も非常に加速するのではないかと期待しています。具体的には、musica lab の取引先は、

先ほど申し上げたように全国のプロスポーツクラブが多いんですが、そういった地域のプロスポー

ツクラブのオーナー、経営陣、スポンサーは、各地域の有力企業だったり、地元の名士の方が関わ

っていらっしゃったりというケースが多いです。 

ですので、musica lab を通じて、そういった方々と連携する機会を作っていき、私たちがやって

いる地域×IP コラボレーションですとか、エンタメツーリズム事業の立上げにつなげていきたい

とも考えています。 

 

ここまでご説明してきましたとおり、この 2 社の子会社化により、私たち AppBank がやってきま

したメディア共創企画、IP&コマース、地方創生事業、それぞれでシナジー効果があると見込んで

います。AppBank がやってきたこれまでの既存事業の強化、そしてグループシナジーによる 2 社



 

自身の業績の向上、またグループシナジーによって新しい事業を生み出していく。これらのことを

全てやりながら、AppBank グループのビジネスモデルの多角化、強靱化を図っていきたいと思っ

ております。 

まさにその取り組みの第 1 弾が、PWAN を主軸にしてやっていく、東大松尾研発の AI ベンチャー

である 2WINS との協業ですが、こういった事業を多く仕込んでいきたいと思っています。それぞ

れお伝えできる時期になりましたら、皆さんにニュースリリース等でお伝えしていきたいと思って

おりますので、どうぞご期待ください。 

以上、この第 2 四半期までのご説明、終わらせていただきます。 

ここまで、ご清聴ありがとうございました。 

 


